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内容：緑茶やコーヒーには日本人の認知機能低下の予防効果があるか？ 

出典：A longitudinal cohort study demonstrating the beneficial effect of moderate consumption of 

green tea and coffee on the prevention of dementia: The JPHC Saku Mental Health Study. 

Journal of Alzheimer's disease : JAD. 2025 Jan 08;13872877241303709. doi: 

10.1177/13872877241303709. 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/39772974/ 

********************************************************************** 

緑茶やコーヒーには認知機能低下の予防効果があることが報告されているが、長期的な影響は

よくわかっていない。慶應義塾大学の研究者らは、中年期における緑茶やコーヒーの摂取が認知

症予防に及ぼす影響を調査し、Journal of Alzheimer's Disease 誌オンライン版 2025 年 1 月 8 日

号に報告した。 

1,155 人（1995 年時点の年齢：44〜66 歳）の参加者の緑茶およびコーヒーの摂取量は、1995 年

と 2000年のアンケートにより評価した。認知機能レベルは、2014〜15年に神経心理学的評価を行

った。毎日 2〜3 杯の緑茶を摂取した人は、潜在的な交絡因子で調整した後、認知機能低下リスク

の有意な減少が認められた（オッズ比[OR]：0.56、95％信頼区間[CI]：0.35〜0.91）。4 杯以上の緑

茶の摂取により、統計学的に有意な差は消失した。緑茶による認知機能保護効果は、とくに男性

で確認された（OR：0.38、95％CI：0.19〜0.76）。高齢者（1995年時点の平均年齢：53歳以上）では、

毎日 1 杯以上のコーヒー摂取により認知機能低下リスクの有意な減少が確認された（OR：0.54、

95％CI：0.34〜0.84）。ただし、サンプル全体では、有意な差は認められなかった。 

中年期における適度な緑茶摂取は、とくに男性において、認知症予防に有効である可能性が示

唆された。また、コーヒーによる認知症予防効果は、高齢者においてより有益であろう。 

https://pubmed.ncbi.nlm.nih.gov/39772974/


 

 


